
（公財）長野県長寿社会開発センター長野地区賛助会報          令和４年3月15日 

 

 

 

 

 

               2月末現在賛助会員数 長野地区     人 県全体       人 

2月末現在賛助会員数 長野地区  420人  県全体  1,753人 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 コロナが発生して 2 年が過ぎ、この間にみんな我慢の生活を強いられました。生活が大きく変

わり人との交流が制限され、悶々とした気持ちの中、生まれた「オンライン交流」が各方面に広

がりをみせました。 

長寿社会開発センター長野支部でも今までに長野県立大学の学生・屋代小学校の児童とのオン

ライン交流会が実施されました。交流会には賛助会員４名が参加し、画面越しで子供達の元気な

姿にパワーを感じ、我々シニア世代は戸惑いながら、脳の活性と世代の違った人との会話を楽し

みました。 

 今後も、機会があるごとに参加したいとの声がありました。 
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62号 ② 「SDGsってご存じですか」 

 

 

 

 

『誰一人取り残されない世界を目指して』 17の目標 

 SDGｓという言葉を聞いたことはあっても、内容まで知っている人は少ないのでは。これは 2015

年国連サミットで加盟国の全会一致で採択された、2030年までに達成すべき 17のゴール・169の

ターゲットから構成されたもので『誰一人取り残されない理念と世界の人が「私って幸せだ」』と

思える社会を作る壮大な達成目標です。 

“このままでは地球がもたない”と、特に今注目されているのが、13番目「気候変動に具体的

な対策を」で、今後 10年の間に一人一人が行動に移さないと、地球の運命の分かれ道が迫ってい

ると言われています。私たちシニア世代は次世代を担う子供たちを守るために、SDGsを知り身近

なことから行動しましょう。細かな内容は以下の通りです。 
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ー
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コロナ禍 賛助会活動報告 

シニア大との給食交流会（オンライン）に「スマイル・リフレ」も参加 

展
示
用
看
板
を
「
木
つ
つ
き
会
」 

グ
ル
ー
プ
長
黒
岩
さ
ん
の
ご
厚
意
で

作
成
し
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。 

県
長
野
合
同
庁
舎
一
階
ロ
ビ
ー
に

展
示
中
で
す
。 

62 号 ③ コロナ禍賛助会活動報告 
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オンライン交流に「IT・S の会」が出席 県長野合同庁舎一階ロビー展示「漢詩会」作品 

長引くコロナ禍の中シニア世代は今じっと我慢し、不安な毎日を過ごしています。

賛助会活動が地区公民館・公共施設が休館状態で活動の場を失い、休止が続く中、

工夫をこらして活動しているいくつかのグループを紹介します。 

「木つつき会」黒岩さんの作品 



会 

グ
ル
ー
プ
活
動
紹
介 

 

私
た
ち
の
会
は
平
成
16

年
ご
ろ
に
、

鈴
木
は
る
先
生
が
立
ち
上
げ
た
会
で
す
。 

先
生
が
一
生
懸
命
に
指
導
し
て
く
だ
さ

り
、
現
在
に
至
っ
て
い
ま
す
。
和
紙
を
使

っ
て
、
は
が
き
・
色
紙
・
大
き
い
も
の
は

45

セ
ン
チ×

42

セ
ン
チ
以
上
の
大
き

な
も
の
も
あ
り
ま
す
。
教
材
に
下
絵
を
描

き
、
和
紙
を
見
本
ど
お
り
手
で
ち
ぎ
り
、

の
り
を
つ
け
て
貼
り
付
け
作
品
を
仕
上

げ
ま
す
。
手
先
を
動
か
す
こ
と
に
よ
り
脳

の
働
き
が
良
く
な
り
ま
す
。
作
品
の
和
紙

に
よ
っ
て
は
、
ち
ぎ
り
や
す
い
も
の
、
そ

う
で
な
い
も
の
も
あ
り
ま
す
が
、
一
生
懸

命
に
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
、
出
来
上
が
っ

た
時
の
喜
び
は
ひ
と
し
お
で
す
。 

 

こ
の
会
は
、
毎
月
第
一
水
曜
日
の
午
前 

 

10

時
か
ら
昼
を
挟
み
午
後
ま
で
。
昼
に

は
、
そ
れ
ぞ
れ
が
手
作
り
の
漬
物
・
惣
菜
・

菓
子
・
フ
ル
ー
ツ
な
ど
を
持
ち
寄
っ
て
、
そ

の
時
々
の
話
題
や
料
理
の
レ
シ
ピ
な
ど
の

話
題
で
に
ぎ
や
か
に
楽
し
く
過
ご
し
、
午
後

の
作
品
作
り
に
励
み
ま
す
。 

 

去
年
シ
ニ
ア
大
生
へ
の
賛
助
会
紹
介
の

時
、
一
人
の
学
生
が
「
あ
ら
懐
か
し
い
、
お

母
さ
ん
が
長
年
ち
ぎ
り
絵
に
励
ん
で
い
ま

し
た
」
と
、
声
を
か
け
て
く
れ
ま
し
た
。
長

く
続
け
て
い
る
と
温
か
い
気
持
ち
に
な
れ

る
時
が
あ
る
の
だ
と
気
づ
き
ま
し
た
。 

コ
ロ
ナ
が
治
ま
り
楽
し
く
活
動
が
で
き

る
日
を
待
っ
て
い
ま
す
。
興
味
の
あ
る
方
は

お
気
軽
に
お
立
ち
寄
り
下
さ
い
、
お
待
ち
し

て
い
ま
す
。 

62 号 ④ グループ紹介 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４ 

和
紙
ち
ぎ
り
絵
「
あ
じ
さ
い
の
会
」 

グ
ル
ー
プ
長 

石
井 

惇
子 


